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１．傷病名及び症状欄への症状追記機能

＜目次＞

- 2 -



令和6年10月の制度改正により療養費支給申請書の様式が変更となりました。

ご要望の多かった、傷病名及び症状欄に傷病名と同意記録の補足情報を併せて記載できる機能を

追加いたしました。同意記録の補足情報を記載したい場合にご活用ください。

【令和6年制度改正後の申請書イメージ(マッサージ)】

傷病名及び症状欄に同意症状を追記する場合は、以下の手順に従って行います。

利用者データの同意記録の症状などの補足情報に情報を登録します。

1.傷病名及び症状欄への同意症状追記機能

和メインメニュー 利用者データ管理 同意記録 症状などの補足情
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傷病名または症状欄に傷病名を記載します。

事前に実績計算をした状態で、下記の画面に入って「印字内容修正」項目の

「傷病名及び症状に同意症状を付記」にチェックをつけます。

その後、実績計算をした利用者でプレビュー表示を行います。

和メインメニュー 利用者データ管理 傷病名・申請欄等

和メインメニュー 提出帳票印刷 申請書

チェックを付けます

プレビューを押下します

- 4 -



プレビュー実行後は、戻るボタンを押下してメインメニューに戻ります。

レセプト発行画面より、印刷処理を実施すると「傷病名及び症状」欄に、

利用者データの「傷病名または症状」に設定した内容と同意症状が

結合した状態で表示されます。

※注意事項

傷病名または症状欄に、すでに同意症状の内容を入れている場合は

「傷病名及び症状に同意情報を付記」のチェックは外して下さい。

和メインメニュー レセプト発行

傷病名と同意症状が結合した状態で

表示されます
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